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　議員団が求め続けてきた、保育・幼児
教育施設で医療的ケアが必要なこども
の受け入れが可能となるよう看護師配
置が実現しました。
　市立認定こども園に看護師を配置す
るとともに民間保育施設への補助が４
月より実施されます。
　誰もが安心して子育てできる市政に
一歩前進、さらなる拡充を求めています。

看護師配置医療的
ケア児

　全国から「返済不要の奨学金」を求める声が
拡がる中、経済的理由から大学などへの進学
を断念することがないよう、国の入学金給付制
度に加え住民税非課税区分に準ずる世帯への
進学支援金が拡充しました。
　議員団は、給付型奨学金制度のさらなる拡充
や、高すぎる大学入学金や受験料などを廃止し、
こどもたちが希望する学校に進めるように引
き続きがんばります。

入学金給付大学等
への

　留守家庭児童育成クラブの待機児童解消に
むけ川西北小学校区に民間クラブが新設、待機
児童の多いクラブに夏休み入所が拡大されます。
　教職員の業務負担を軽減し、こどもたちと向
きあう時間を確保するためスクールサポートス
タッフが引き続き配置されます。
　議員団は、少人数学級の早期実現など、こど
もたちが安心して学び成長できる環境の実現
に力を尽くします。

応援･支援拡充

医療や子育て環境の確保を

地域公共交通実現にむけて
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安心して住み続けることができるまちづくりを安心して住み続けることができるまちづくりを
　共産党議員団は、まちづくりの要はどの地域にお
いても、「医療・公衆衛生」「教育・保育子育て施設」
「食料品や日用品等買物ができる施設」「これらを結
んでくれる公共交通」、この４つの確保が必須で、さら
に継続や拡充が必要だと求め続けています。

　特に、川西市は住宅団地として発展してきたため、
南北に細長い地理的条件を考慮した世代交代・持
続可能なまちづくりの取り組みが必要です。

「山坂が多く駅やバス停までが大変」の声。
　既存の電車やバス、タクシーなどの運行を守り、住み
やすい地域にするため、それぞれの地域の実情に応じた
「地域公共交通の確保」が必要です。コロナ禍、原油高騰
等の影響を受け、国や市の財源確保が重要です。
　今住んでいる家に安心して住み続けることができるよ
う、市民と交通事業者、学識経験者や市が、知恵と力を
出しあって地域交通網を実現させましょう。

住民が主人公の
まちづくり
　議員団は、それぞれの地域で議会報告を行うと共に、
市民意見や要望を聴かせていただき要求実現にむけ
た取り組みを進めています。誰ひとり取り残さない優
しいまち川西をめざして、国政でも市政でも憲法通り・
住民が主人公の立場でがんばります。これからもぜひ、
皆さんの声をお聴かせください。よろしくお願いします。

　今秋には、総合医療センターが
開院になりますが、舎羅林山開発
や住宅開発などがはじまる市北部
は現病院がなくなることによって、
２次救急の空白地が拡大、受診科

が減るなど医療環境が後退、交通渋滞などの影響
が心配されます。市は、パンデミックや大規模自然
災害に備えてベッド削減をやめ、各地域の医療環境
を確保するべきです。
　議員団は、それぞれの地域で顔が見える子育て
をしっかり応援できるように、公立園を存続し拡充
すること、民間園への支援や通学（園）費・給食費の
補助などを求めています。

幼稚園
保育所
統廃合
やめて！

北部の
医療確保！

住民の願い
実現を！

　３月議会、新年度予算と手数料・使用料を2023年（令和５年）４
月から引き上げる条例改定、黒川里山センター設置及び黒川小学
校の廃校（特別決議案）など47議案について審議しました。
　また、SDGsの推進、脱炭素社会を目指す施策の推進を求める
請願及び、議会のライブ配信を要望する請願を全会一致で採択し
ました。
　共産党議員団は、国保や後期高齢者医療、介護などコロナ禍で
苦しむ市民の負担を増やすことは許さず厳しく指摘し、市民の
困っている声を聴き政治を変えるために全力で取り組んでいます。

教育
への

大切にされるまちづくりを大切にされるまちづくりを



議員報酬10％削減
について

黒田・北野・吉岡・津田
谷・吉富・中曽・斯波・山下
（９名）

西山・秋田・磯部・松隈
江見・平岡・大矢根・大﨑
麻田・小山・多久和・田中
坂口・岡・中井・福西
（16名）

賛成

反対

（敬称略、久保議長は
採決に入りません）

北野のり子
080-3134-0618

北野のり子

　議員団は、長引くコロナ禍により、市民の命、くらし、生業
の危機が続く中、新型コロナウイルス感染症対策に関する
緊急申し入れを市長、教育長に７次に渡り提出しました。現
在、3回目のワクチン接種が順調に進んでいます。またPCR
検査が薬局等で無料で受けることができるようになりまし
たが、さらに場所の拡大や期間延長が必要です。
　議員団は、自宅療養による最悪の事態を防ぐためにも医
療確保、保健所復活を求めています。

　新年度より、未就学児のこどもの均等割
り保険税の軽減が行われますが、対象者
はわずか412世帯・535人です。
　また、中間所得層の負担軽減を理由に
賦課限度額が102万円に引き上がります。
加入者の所得が低い国保は、他の医療保
険よりも負担が重く、さらにコロナ禍で
様々な課題に直面している状況下では、
問題解決にはなりません。

払える国民健康保険税に！

　10月から75歳以上の医療費窓口負担が２割となり、市内では8281人、
30％が対象です。
　年金も２年連続で削減。４月から支給額が０.４％削減され、さらに年金
額は目減りしています。75歳を過ぎても生活維持のため働く人も多く、家
計を切り詰めてくらしています。
　

　介護保険制度が始まって20年、「保険あって介護なし」の状態は、よ
り深刻さが増しています。食費・居住費の負担が一気に増え、苦境にあ
る人に追い打ちをかける「補足給付」見直しは、中止すべきです。　

医療費２倍化止めて
安心の介護を　

報酬10％（年間約3000万円）削減

　共産党議員団は12月議会、川西まほろば会・公明
党・明日のかわにし３会派提案の「議員定数２名
（年間約2500万円）削減」案に対して、市政の厳し
いチェックだけでなく、コロナ禍における市民の苦
難軽減・小さな声を聴く必要がある、定数削減は民
意の切り捨てにつながると、定数削減よりも削減
額の大きい「議員報酬10％（同約3000万円）削
減」を提案しました。残念ながら、賛成者少数で否
決、今秋実施される市議会議員選挙から定数２名
削減だけが実行されます。

　市は、（仮称）黒川里山センター設置と共に黒川公民館と黒川小学校（休校中）を来春３月
末で廃止すると提案。議員団は、社会教育施設である公民館や地域の活動拠点である学校を
廃止するべきではないこと、この地域から市職員が居なくなることを批判し反対しました。
　また、市は、こどもが集まらないことを理由に市立幼稚園の廃園を計画しようとしています。
議員団は、定員割れの原因である、３歳児・預かり保育、給食の実施を求め、保護者や地域の
要望に応えるよう、地域の公的教育・保育施設の存続を求め続けています。
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コロナ禍から市民の命とくらしを守る予算を

住民のために

税金つかって！  国や県に

意見を！
 国や県に

意見を！

　市独自で行う医療費軽減への国
のペナルティは、直ちにやめるべき

と訴え、「国保の構造的問題」を解決するた
めに市として国庫負担を増やし財政基盤
の強化を図ることができるよう、国・県に
強く求めることを要望しています。

　介護保険制度の構造上の問題を利用者や保険料に課すので
はなく、高齢者やその家族が安心して介護を利用でき、施設で
働く人が働き続けられる環境にすることは国や行政の責任です。

市としてもその責任を果たし、高齢者が長寿を喜べる制度になるよう国・
県に意見を述べるよう求めています。

議員団は　消費税10％のうえ、食料品などの物価高騰で値上げが続
いています。生活に大きな支障をきたし、受診抑制に拍車を
かけると医療費２倍化中止を訴えています。また、消費税減
税や年金引き下げ中止に取り組んでいます。

議員団は

賛成（９名）で否決

身を切る改革 議員団提案 2700万円の負担増
中止を求めて！

　３月議会、市は「財政健全化条例の基本理念に則
り、見直し基準を決め、受益と負担の公平性・透明性
の確保、行政コストの効率化」として、ごみ処理など
の手数料は上限１.５倍の値上げ、公民館や社会教
育・芸術・スポーツ施設などの使用料については上限
１.２倍の値上げを来年４月から実施すると提案。
　議員団は、約2700万円の負担増について、社会経
済状況が低迷する中、値上げするべきではないこ
とや健全化・公平化といいながら市有地の賃借の
あり方に無料・有料という不公平があることを含
め反対しました。

 使用料
手数料

学校・公民館・幼稚園

国のペナルティで
9705万円減額

議員団は

廃止するな    公的施設守れ！！

手数料値上げ
（約200万円）について

黒田・北野・吉岡・斯波
（４名）

西山・秋田・磯部・松隈・江見
平岡・大矢根・大﨑・麻田
小山・多久和・田中・坂口
津田・岡・福西・中井・谷
吉富・中曽・山下（21名）

賛成

反対

使用料値上げ
（約2500万円）について

黒田・北野・吉岡（３名）

西山・秋田・磯部・松隈
江見・平岡・大矢根・大﨑
麻田・小山・多久和・田中
坂口・津田・岡・福西・中井
谷・吉富・斯波・中曽・山下
（22名）

賛成

反対

黒川小学校の廃校について
（特別決議・議長も参加）

黒田・北野・吉岡・津田・吉富・斯波（６名）

久保・西山・秋田・磯部・松隈・江見・平岡
大矢根・大﨑・麻田・小山・多久和・田中
坂口・岡・福西・中井・谷・中曽・山下（20名）

賛成

反対

（敬称略）

（敬称略）

（敬称略）

黒田みち
090-9987-7909

黒田みち

吉岡けんじ
090-1142-4778

吉岡けんじ

後期高齢者医療

来春より


